
紹

介
、

　
こ
れ
ら
の
震
翰
を
そ
れ
ぐ
コ
ロ
タ
イ
プ
版
に
附
し
奉
っ
た
の
で
あ
る

が
、
い
つ
れ
も
原
寸
残
は
原
寸
に
近
き
大
さ
を
保
ち
窟
眞
撮
影
並
び
に
印

励
に
當
つ
た
便
利
堂
の
優
秀
な
る
技
術
と
根
俊
っ
て
、
御
筆
蹟
の
御
憩
溺

を
傳
へ
奉
る
の
に
、
些
か
の
閥
徴
す
る
所
も
な
い
。
而
し
て
雷
ふ
ま
で
も

な
く
、
こ
れ
ら
の
農
翰
は
年
時
を
明
記
し
給
は
ぬ
も
の
が
多
い
が
、
別
艇

と
し
て
添
附
せ
ら
れ
た
解
説
は
、
上
々
に
明
快
な
る
年
時
及
び
内
容
の
考

量
論
究
を
な
し
、
是
藍
本
集
が
後
醍
醐
天
皇
震
翰
の
研
究
に
於
い
て
規
準

的
な
地
位
を
占
め
る
所
以
を
な
し
て
み
る
。
更
に
雑
録
の
圏
版
の
菖
め
に

ほ
、
大
徳
寺
藏
の
御
眞
影
を
置
き
奉
り
、
天
皇
の
英
遙
の
御
尋
を
偲
び
奉

る
よ
す
が
と
な
し
て
み
る
Q

　
我
々
は
本
集
に
接
し
て
、
後
醍
醐
天
皇
の
御
立
業
を
欽
慕
し
奉
り
、
そ

の
勝
れ
さ
せ
給
へ
る
御
筆
蹟
の
研
究
に
志
す
者
に
と
っ
て
、
永
く
憲
櫨
と

な
る
べ
き
意
嚢
深
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
共
に
、
專
に
當
ら
れ
た

諸
氏
に
浦
腔
の
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
長
二
尺
一
寸
竪
一
尺
六

寸
、
闘
版
十
七
葉
、
粟
三
三
三
目
瀞
文
化
研
究
隣
一
行
、
定
儂
十
二
薗
普

及
版
七
圓
の
一
定
）
〔
時
野
谷
〕

歴
史
地
理
の
研
究

魚
澄
惣
五
郎
著

　
　
　
（
内
容
鶴
家
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
祈
要
頁
籔
）

第
『
田
本
歴
史
地
理
と
古
代
村
落
　
　
　
　

（
三
二
頁
）

第
二
、
河
内
、
湘
泉
、
概
津
、

　
　
　
關
す
る
研
究

三
國
に
於
け
ろ
三
脚
発
想
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
○
頁
）

第
二
十
二
巻
　
策
四
號
、
　
八
〇
四

　
第
三
，
風
土
記
に
現
れ
糞
地
各

　
第
四
、
峠
に
つ
い
て

第
五
、
郷
土
更
研
究
と
靴
腿

節
六
、
媛
穀
伍
幕
議
山
川
の
流
域

　
箪
七
、
釜
町
時
代
に
お
け
ろ
丹
波
地
方

　
第
八
、
丹
波
久
下
氏
と
久
下
谷

　
第
九
、
艦
名
、
赤
松
、
細
川
、
三
諦
の
隆
替

第
一
〇
、
大
穂
公
の
本
薄
地
と
そ
の
地
理
的
醍
境

第
一
一
、
大
阪
城
の
圃
顧

第
一
二
、
大
阪
市
鎮
座
の
榊
融

第
…
三
、
憂
世
の
大
阪

第
一
凶
、
書
手
布
施
附
近

策
一
五
、
瞭
膿
寺
院
造
立
の
流
行
と
開
墾
田

　
　
　
　
昼
｛

駕
」
六
、
吉
野
川
上
流
の
古
刹
、
蓮
川
寺

（
…
三
頁
〕

（…

O
頁
）

（
三
七
頁
）

（一

Z
頁
）

（一

�
ﾅ
）

　
（
入
頁
）

（
四
一
頁
）

（
二
…
頁
）

（
二
六
頁
）

（一

l
頁
）

（一

Z
頁
）

　
（
九
頁
）

（
：
頁
）

（一

Z
頁
）

　
回
書
「
　
歴
山
災
地
理
の
研
究
し
は
、
善
…
嚢
魚
澄
惣
五
郎
氏
が
最
近
数
年
聞
に

起
稿
さ
れ
た
論
文
、
十
六
編
を
今
圃
一
三
に
ま
と
め
て
上
梓
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
Q

　
岡
種
の
研
究
領
域
に
矯
す
る
緻
編
の
論
政
を
集
め
域
は
臼
本
纏
濟
史
の

研
究
と
帰
し
、
或
は
又
日
本
思
想
隻
の
研
究
と
題
す
る
著
者
を
世
に
邊
る

事
は
、
我
國
出
版
界
の
一
ッ
の
風
と
し
て
、
我
々
が
鷹
こ
輕
験
す
る
駈
で

あ
る
が
、
本
書
も
亦
か
う
し
た
形
式
の
下
に
蹴
威
の
論
文
を
編
纂
出
版
し

た
・
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
從
っ
て
此
の
黙
は
本
謎
の
最
も
蔚
し
い
特
色
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
も

（ユ58）



我
々
が
題
名
の
「
歴
史
地
理
の
研
究
」
な
る
概
念
か
ら
薩
ち
に
穣
貢
し
得
る

も
の
と
は
、
虚
し
も
一
致
し
て
は
み
な
い
Q
桝
へ
ば
、
室
町
時
代
に
於
け

る
山
名
、
赤
松
、
細
川
、
三
氏
の
興
起
、
勢
力
の
立
命
、
鷹
…
仁
の
鑑
を
中

心
と
す
る
彼
等
の
關
係
等
を
詳
細
に
概
説
し
て
み
る
第
九
編
や
、
奈
良
朝

に
於
け
る
朝
廷
の
墾
田
政
策
が
、
寺
院
造
立
の
流
行
及
び
そ
の
纏
濟
的
維

醤
垂
な
原
因
の
奪
垂
男
説
・
て
る
・
笙
論
な
ど
黛
樵

薗
大
安
寺
以
下
の
二
大
な
寺
田
を
、
明
か
く
薪
開
墾
購
と
考
へ
ろ
事
に
よ

っ
て
、
論
媒
の
一
つ
と
し
て
あ
．
げ
て
る
う
が
、
是
纏
の
墾
田
の
大
子
数

が
、
實
ほ
未
墾
の
荒
地
で
あ
ろ
事
ほ
多
く
の
更
料
の
示
す
所
で
あ
り
、
而

も
か
、
る
纂
…
田
の
多
く
が
不
験
租
の
特
月
一
か
欝
た
な
か
っ
た
事
々
一
下
へ
る

鶏
山
面
落
果
無
畜
器
露
量
ひ
拓
・
れ
葉
多
少
・
も

土
地
と
の
石
面
に
於
て
述
べ
ら
れ
て
み
る
に
し
て
も
、
我
々
は
こ
れ
を
そ

れ
み
「
＼
政
治
史
或
は
纒
濟
史
的
研
究
と
呼
ぶ
纂
に
、
よ
り
多
く
の
金
蔓
性

を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
既
の
様
な
編
纂
帝
制
上
の
矛
盾
は
、
第
一
に
讃
者
の
目
に
腸
れ
る
難
黙

で
は
あ
る
が
、
併
し
寧
ろ
本
書
の
特
〃
巴
を
書
ふ
な
ら
ぼ
そ
の
記
遍
の
絡
て

が
著
者
の
藍
住
せ
ら
れ
る
阪
譜
地
方
を
中
心
と
し
た
地
域
に
閾
博
す
る
も
の

で
あ
る
壌
で
あ
ら
う
。
三
者
も
自
ら
序
交
に
立
て
「
各
編
中
に
あ
る
壇
名

の
多
く
は
、
亡
く
と
も
一
度
は
私
が
車
地
に
踏
査
し
た
も
の
で
、
著
者
に

と
っ
て
は
潔
い
印
象
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
た
読
書
齋
裡
か
ら
覗
い
た
考
察

で
な
い
こ
と
を
誇
り
と
い
た
し
ま
す
し
と
述
べ
て
み
る
如
く
、
著
煮
が
多

卑
近
畿
地
方
を
東
・
奔
西
走
せ
ら
れ
る
聞
に
、
際
際
に
接
し
得
た
土
地
、
交

書
、
記
鍛
等
を
地
盤
と
し
て
成
立
し
た
努
力
の
成
果
が
帥
太
・
磐
で
あ
る
。

　
特
に
第
二
編
は
、
文
部
省
精
農
科
緯
研
究
費
の
補
助
に
よ
っ
て
成
っ
た

紹

介

八
○
頁
に
亘
る
力
作
で
あ
る
が
、
既
嘘
に
於
て
は
搬
、
河
、
泉
、
三
地
方

に
於
け
る
氏
．
騨
鎭
座
地
と
そ
の
地
理
的
環
境
と
の
朱
点
を
、
延
喜
式
酵

名
帳
所
載
の
も
の
六
十
六
瀧
に
就
い
て
實
三
二
に
考
察
し
、
究
極
に
於
て

そ
れ
が
同
地
方
に
於
る
古
代
聚
落
の
遺
跡
に
｝
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
す

る
結
論
を
導
き
、
更
に
は
そ
れ
等
各
瀞
識
に
減
す
る
詳
細
な
論
明
が
宋
尾

に
附
け
加
へ
ら
れ
て
る
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
こ
れ
は
著
籍
の
企
綱
す
る
灰
謂
「
歴
災
地
理
學
」
的
研
究
で
も
あ
ら
う

が
、
同
時
に
亦
そ
れ
は
尋
常
の
呼
び
な
ら
わ
し
に
從
っ
て
、
郷
土
史
的
研

究
と
も
雷
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。

　
而
し
て
大
阪
城
の
興
亡
を
手
際
よ
く
概
説
し
て
み
る
第
一
一
、
大
阪
市

内
胸
座
の
諸
憩
肚
か
ら
同
地
方
の
古
文
化
に
欝
及
し
て
み
る
第
コ
一
、
又

正
誤
の
書
誌
と
言
は
れ
る
大
般
若
脛
の
奥
書
を
紹
介
し
て
、
そ
の
史
料
的

重
要
性
を
述
べ
て
み
る
第
一
六
、
及
び
第
十
五
編
…
の
如
き
に
至
っ
て
は
、

更
に
強
く
既
の
様
な
傾
向
を
君
坂
す
る
事
が
出
贈
る
り

　
從
っ
て
著
者
は
第
五
編
に
穿
て
、
歴
史
上
の
融
寺
が
、
政
治
、
纏
濟
、

交
通
、
信
仰
等
の
諸
丈
化
毒
象
に
見
る
如
く
、
如
何
に
地
方
文
化
と
密
接

な
關
聯
を
持
ち
、
山
地
臨
交
化
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
た
か
を
究
明
せ
ら

れ
、
更
に
…
進
ん
で
、
そ
れ
が
郷
土
史
研
究
及
び
、
ひ
い
て
は
歴
史
一
般
の

研
究
に
重
要
な
意
昧
を
持
つ
も
の
で
あ
る
事
を
蓮
べ
ら
れ
て
る
る
。
是
れ

は
郷
土
史
研
究
｝
般
論
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
O

　
け
れ
ど
も
　
膿
既
の
標
な
”
郷
土
史
的
研
究
が
如
何
に
し
て
駈
謂
「
歴
史

地
理
學
」
た
り
得
る
の
で
あ
ら
う
か
。

　
著
者
は
第
一
編
に
於
て
、
「
紫
紺
歴
史
地
理
と
は
」
と
方
法
的
に
先
づ
自

第
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
八
〇
五

（159）



紹

問
せ
ら
れ
つ
』
も
、
「
こ
」
に
日
本
歴
史
地
理
と
題
す
る
の
は
、
古
拙
わ

が
國
の
人
交
地
理
が
ど
ん
な
風
に
攣
零
し
て
今
鑓
わ
れ
く
の
目
蒲
す
る

織
な
歌
態
と
な
っ
た
か
と
い
ふ
こ
と
を
考
究
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
っ

て
、
地
理
上
の
考
察
か
ら
國
史
の
研
究
を
助
け
て
こ
れ
を
明
か
に
し
た
い

と
い
ふ
意
昧
で
あ
る
」
と
極
め
て
客
意
に
し
て
陳
腐
な
解
…
答
を
我
々
に
輿

へ
た
の
み
で
、
「
特
殊
地
理
墨
・
と
し
て
の
歴
史
地
理
學
、
ひ
い
て
は
日
太
・

歴
史
地
理
畢
の
意
義
及
び
そ
の
方
渋
等
に
つ
い
て
は
論
議
す
べ
き
黙
は
多

々
あ
る
で
あ
ら
う
」
が
「
し
か
し
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
他
臼
を
期
し
」
て
居

ら
れ
る
の
で
あ
る
Q
維
っ
て
本
書
に
於
て
は
、
歴
史
馳
理
學
に
際
す
る
方

法
的
反
省
は
一
図
多
く
問
題
と
せ
ら
れ
て
る
な
い
如
く
で
あ
る
。
そ
れ
に

も
關
ら
ず
、
他
の
個
所
に
於
て
は
、
「
土
地
の
物
理
的
饗
蓬
を
考
へ
」
る
纂

叉
「
河
川
水
路
の
攣
蓬
や
海
岸
線
の
攣
動
な
ど
を
竜
考
察
」
す
べ
き
蟻
等
を

あ
げ
、
「
要
す
る
に
臼
本
歴
史
地
理
は
わ
が
國
文
化
護
展
の
過
程
を
そ
の
地

理
的
環
境
を
通
じ
て
考
察
し
地
と
人
と
の
閣
係
に
お
い
て
の
地
域
的
認
識

を
明
か
に
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
明
確
な
結
論
を
掲
げ
て

み
る
の
で
あ
る
。

　
腿
史
地
理
な
る
芦
間
は
、
そ
の
曖
昧
な
る
概
念
の
故
に
、
未
だ
怪
物
な

る
域
を
脱
し
得
な
い
事
は
確
か
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
に
し
て
も
最
近
、
小

牧
氏
、
綿
貫
氏
以
下
地
理
鳳
轡
者
か
ら
の
意
見
の
提
出
が
あ
っ
て
、
方
法

に
は
一
膳
騰
系
的
な
反
省
が
試
ら
れ
つ
玉
あ
る
現
今
の
状
勢
を
考
へ
る
な

ら
ば
、
著
漕
の
既
の
標
な
意
見
の
提
繊
は
、
何
等
學
問
を
進
展
せ
し
む
る

も
の
で
は
な
い
。
か
へ
っ
て
か
」
る
古
き
塊
人
相
穿
下
は
、
曾
て
難
誌
「
歴

史
地
理
」
獲
刊
當
時
、
星
野
恒
、
久
米
邦
武
、
田
中
義
成
等
、
先
導
諸
氏

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
　
餓
〃
四
號
　
　
　
八
○
山
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

に
よ
っ
て
論
ぜ
ら
れ
た
歴
史
の
地
理
的
研
究
、
と
い
ふ
、
古
典
的
命
題
に

逆
行
す
る
も
の
と
言
は
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。

　
と
に
か
く
、
著
者
は
歴
史
地
理
攣
な
る
概
念
に
種
々
灘
多
な
課
題
を
附

加
し
て
は
み
る
が
、
要
す
る
に
そ
の
摂
底
に
在
っ
て
方
法
論
を
支
持
し
て

み
る
も
の
は
、
所
織
地
入
梱
麗
の
二
元
論
で
あ
る
ら
し
い
。

　
實
際
既
の
事
は
、
特
に
第
六
編
の
担
馬
圓
山
川
流
域
に
於
け
る
古
代
文

化
論
、
叉
中
世
に
於
て
丹
波
地
方
が
牛
若
の
進
展
に
重
要
な
役
鯉
を
果
し

た
事
、
及
び
、
從
來
氷
上
郡
志
に
よ
っ
て
多
少
世
に
知
ら
れ
て
み
た
豪
族

久
下
氏
の
親
裁
を
詳
説
し
て
み
る
第
七
第
八
等
の
諸
編
に
於
て
、
一
三
翼

膿
的
に
感
ぜ
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
或
は
更
に
言
ふ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
寧

ろ
地
理
的
環
境
論
で
あ
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
Q

　
以
上
は
姫
路
諸
編
の
主
な
る
も
の
に
關
す
る
簡
箪
な
紹
介
に
過
ぎ
な
い

が
、
要
す
る
に
著
者
が
軍
行
本
と
し
て
世
に
問
ふ
べ
き
本
害
の
意
義
は
、

論
文
集
成
と
し
て
の
題
名
の
如
き
一
貫
し
た
主
張
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

寧
ろ
多
年
の
努
力
に
よ
っ
て
得
た
詳
細
な
史
料
と
、
そ
の
幽
一
心
な
利
用
儂

値
に
あ
る
で
あ
ら
う
。

　
爾
第
三
、
第
四
は
輕
い
小
編
…
で
燐
め
る
が
、
第
一
編
後
牛
は
、
大
和
、
河

内
、
搬
津
方
面
に
於
け
る
石
器
時
代
遺
跡
の
地
理
的
匹
見
か
ら
、
古
代
聚

落
の
形
態
及
び
そ
れ
と
の
堅
頭
に
論
及
し
た
も
の
で
あ
り
、
又
、
第
一
〇

編
は
青
野
朝
時
代
に
於
け
る
楠
氏
の
勢
刀
の
背
景
と
な
っ
た
石
川
源
氏
、
，

及
び
そ
の
本
盗
た
る
南
河
内
地
方
の
地
理
的
環
境
と
の
開
係
を
論
じ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
論
櫨
に
は
頗
る
二
目
昧
潔
い
も
の
が
あ
る
。
　
（
菊
蕨
、

京
都
、
星
野
書
店
騎
行
、
こ
・
五
圓
、
三
陸
寿
賀
）
（
内
藤
）

（エ60）


